
1 大平町地域協議会だより

第
５
回
・
第
６
回

　
　
　
　
　
大
平
町
地
域
協
議
会

★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載しております。

地域協議会だより地域協議会だより

１０月１２日（日）、第５７回大平地区

体育祭が開催されました。

（『花咲け三色すみれ』での一コマ）

2014年11月
第35号

　
8
月
22
日（
金
）と
9
月
26
日（
金
）、大
平
総
合
支

所
大
会
議
室
に
お
い
て
、第
5
回
と
第
6
回
の
大
平

町
地
域
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
5
回
会
議
で
は
、「
文
化
振
興
計
画（
素
案
）に
つ

い
て
」、「
地
域
づ
く
り
推
進
条
例（
案
）及
び
同
条
例

施
行
規
則（
案
）に
つ
い
て
」な
ど
、2
件
の
意
見
聴
取

と
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定
着
手
に
つ
い

て
」、「
新
た
な
地
域
自
治
制
度
基
本
構
想（
素
案
）に

つ
い
て
の
意
見
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
」な
ど
、2
件

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
6
回
会
議
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
岩
舟
線
の
運

行
及
び
藤
岡
線
の
見
直
し
に
つ
い
て
」報
告
が
あ
り
ま

し
た
。な
お
、こ
の
会
議
で
は
、第
5
回
に
意
見
聴
取

と
し
て
議
題
と
な
っ
た
、「
文
化
振
興
計
画（
素
案
）」

に
対
す
る
、当
協
議
会
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
ま

し
た
。



2大平町地域協議会だより

　平成 26年 11月第 35号

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

（
第
6
回
会
議
に
お
い
て
決
定
と
な
っ

た
回
答
）

「
第
４
節
　
各
地
域
に
お
け
る
文
化
振

興
の
施
策
」
に
お
い
て
、
地
域
別
の
文

化
振
興
の
施
策
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、

文
化
振
興
の
様
な
ソ
フ
ト
施
策
に
は
地

域
別
の
概
念
を
持
ち
込
ま
ず
、
全
市
的

な
考
え
に
立
つ
べ
き
で
あ
り
、
地
域
別

の
掲
載
は
、
市
全
域
に
及
ば
な
い
地
域

特
有
の
課
題
や
、
地
域
に
密
着
し
た
施

設
並
び
に
文
化
財
の
利
活
用
等
に
限
定

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
例
え
ば
、
高
齢
者
の
交
通
手
段
や
郷

土
芸
能
等
の
後
継
者
の
育
成
は
、
一
地

域
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
地
域
に

と
っ
て
も
共
通
の
課
題
で
あ
る
た
め
、

市
全
域
の
課
題
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の

解
決
策
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
間
の
整

合
性
の
と
れ
た
表
現
に
す
べ
き
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
当
計
画
の
構
成
で
は
、
地
域
ご
と
に

差
異
が
あ
る
か
の
よ
う
な
受
け
取
ら
れ

方
を
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
当
協
議
会
の
意
見
を
検
討
願
い
た

い
。

◇
目
的

　
栃
木
市
の
文
化
芸
術
の
基
本
的
な
考

え
方
を
示
し
、
体
系
的
な
施
策
の
展
開

を
図
る
た
め
に
策
定
す
る
。

◇
概
要

○
趣
旨

　「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
（
第
3
次
基
本
方
針
）」
等
を
指

針
と
し
な
が
ら
、
市
総
合
計
画
及
び
市

教
育
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
の
8
年
間
を

見
据
え
た
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

○
本
計
画
策
定
の
方
法

・
文
化
芸
術
等
に
対
す
る
意
識
や
考
え

　
方
を
把
握
す
る
た
め
、「
市
民
ア
ン     

　
ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
。

・「
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」、「
各

　
地
域
施
策
検
討
懇
談
会
」
を
実
施
し
、

　
素
案
づ
く
り
を
進
め
る
。

・「
策
定
部
会
」、「
検
討
委
員
会
」
に
お

　
い
て
、内
容
を
随
時
検
討
し
計
画
（
素

　
案
）を
作
成
し
た
。今
後
は
、パ
ブ
リ
ッ

　
ク
コ
メ
ン
ト
等
で
の
意
見
・
提
案
を

　
受
け
な
が
ら
計
画
策
定
を
進
め
る
。

○
本
計
画
の
特
徴

・
「
早
期
に
取
り
組
む
も
の
」
（
具
体

　
的
施
策
）
と
「
検
討
を
重
ね
中
・
長

　
期
的
に
取
り
組
む
も
の
」
（
重
点
継

　
続
課
題
）
に
区
分
す
る
。

・
各
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
市
が

　
そ
れ
ぞ
れ
担
う
役
割
を
明
記
し
た
。

・
各
地
域
で
施
策
検
討
懇
談
会
を
開
催

　
し
、
主
な
文
化
資
源
等
を
整
理
し
、

　
特
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
施
策
を

　
示
す
。

○
本
計
画
の
推
進
と
役
割

　
推
進
体
制
を
整
備
、
進
行
管
理
、
重

点
継
続
課
題
へ
の
検
討
を
進
め
る
。

○
栃
木
市
の
文
化
振
興
の
課
題
の
ま
と
め

・
文
化
芸
術
に
親
し
む
人
を
増
や
す
。

・
文
化
芸
術
の
活
動
団
体
等
を
支
援
す

　
る
。

・
文
化
財
等
を
守
り
、伝
え
、活
か
す
。

・
郷
土
芸
能
等
を
支
え
、
継
承
す
る
。

○
基
本
目
標
と
施
策
の
方
向
性

・
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

　
　
文
化
芸
術
に
親
し
み
、
活
か
す
機

　
　
会
の
充
実

　
　
文
化
団
体
等
の
育
成
と
組
織
化
の

　
　
支
援

・
歴
史
文
化
の
保
護
と
活
用

　
　
文
化
財
等
の
保
存
と
活
用

　
　
郷
土
芸
能
等
の
継
承

○
基
本
理
念

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

○
各
地
域
に
お
け
る
文
化
振
興
の
施
策

　
施
策
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
検
討

し
、
地
域
間
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
共

通
の
課
題
に
対
し
て
は
、
市
全
体
の
施

策
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
推
進
す

る
。

○
計
画
推
進
体
制
の
整
備

　
（
仮
称
）
文
化
振
興
計
画
推
進
委
員

会
、
（
仮
称
）
文
化
振
興
計
画
庁
内
推

進
本
部
の
体
制
を
整
備
す
る
。
（
仮

称
）
推
進
委
員
会
に
お
い
て
は
、
市
民

協
働
に
よ
り
改
善
策
の
検
討
等
を
行

う
。

○
重
点
継
続
課
題
の
検
討

・
文
化
振
興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
市
民
（
民
間
）
と
市
（
行
政
）
の
間

　
に
立
つ
団
体
等
の
設
立
に
つ
い
て

・
市
全
体
の
文
化
施
設
の
整
備
に
つ
い

　
て

・
地
域
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

【
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
課
】

栃
木
市
文
化
振
興
計
画（
素
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　 
に
つ
い
て

　 《
意
見
聴
取
事
項
》

第
5
回
大
平
町
地
域
協
議
会

市
民
が
、幸
福
と
満
足
を
感
じ
、

希
望
と
誇
り
を
持
て
る
文
化
創
造

の
新
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

わ
た
し
が
光
り
　
み
ん
な
で
輝
く

文
化
の
息
づ
く
　
ま
ち
づ
く
り
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【
生
活
環
境
部
交
通
防
犯
課
】

ふ
れ
あ
い
バ
ス
岩
舟
線
の
運
行
及
び

　
　
　
藤
岡
線
の
見
直
し
に
つ
い
て

　 《
報
告
事
項
等
》

◇
背
景

　
合
併
時
に
旧
町
の
区
域
に
導
入
さ

れ
た
地
域
自
治
区
制
度
が
、平
成
27
年

3
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、市
全
域
を
対
象
に
身
近
な
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

栃
木
市
新
た
な
地
域
自
治
制
度
基
本

構
想
を
策
定
し
た
。

◇
目
的

　
身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
住
み
や
す
く
活
力
の
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
同
構

想
に
基
づ
き
、
栃
木
市
地
域
づ
く
り

推
進
条
例
及
び
同
条
例
施
行
規
則
を

制
定
す
る
も
の
。

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

原
案
の
と
お
り
、了
承
す
る
。

 

　
　 

◇
背
景

　
栃
木
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
が

策
定
し
た
、ご
み
処
理
基
本
計
画
及
び

排
水
処
理
基
本
計
画
を
も
っ
て
、各
構

成
自
治
体
の
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
と

し
て
い
た
が
、同
組
合
が
解
散
し
た
こ

と
に
伴
い
、栃
木
市
と
し
て
策
定
す
る

必
要
が
生
じ
た
。

◇
目
的

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
第
6
条
に
基
づ
き
、一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

◇
概
要

・
一
般
廃
棄
物
の
発
生
量
及
び
処
理
量

　
の
見
込
み

・
一
般
廃
棄
物
の
排
出
の
抑
制
の
た
め

　
の
方
策
に
関
す
る
事
項

・
分
別
し
て
収
集
す
る
も
の
と
し
た
一

　
般
廃
棄
物
の
種
類
及
び
分
別
の
区
分

・
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
及
び
こ

　
れ
を
実
施
す
る
者
に
関
す
る
基
本
的

　
な
事
項

・
一
般
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
に

　
関
す
る
事
項

《
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見
》

　
住
民
代
表
組
織
で
あ
る「（
仮
称
）地

域
会
議
」委
員
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
意
見
や
課
題
を
幅
広
く
収
集
す

る
た
め
に
、男
女
比
や
年
齢
構
成
に
十

分
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、委
員
の
定
数
に
つ
い
て
も
、地

域
の
実
情
に
応
じ
、人
口
割
に
よ
る
増
員

も
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
意
見
に
対
す
る
市
か
ら
の
回
答
》

　「（
仮
称
）地
域
会
議
」委
員
の
男
女
比

や
年
齢
構
成
に
つ
い
て
は
、栃
木
市
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
く「
栃
木
市
審
議
会
等

の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」の
規
定
に
即
す
る
も
の
と
な
る
よ
う

配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、現
在
の
地

域
協
議
会
及
び
栃
木
地
域
ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
会
の
定
数
が
そ
れ
ぞ
れ
15
人
以

内
、30
人
以
内
と
な
っ
て
い
る
こ
と
並
び

に「
栃
木
市
審
議
会
等
の
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
規
定
を
踏

ま
え
、委
員
定
数
の
上
限
を
、地
域
の
状

況
に
応
じ
て
、15
人
か
ら
20
人
ま
で
の
範

囲
で
設
け
る
こ
と
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

【
総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
】

「
栃
木
市
新
た
な
地
域
自
治
制
度
基
本

　
　構
想（
素
案
）」に
つ
い
て
の
意
見
に

　
　
　
　
　
　
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　 

【
総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
】

栃
木
市
地
域
づ
く
り
推
進
条
例（
案
）

及
び
同
条
例
施
行
規
則（
案
）に
つ
い
て

　 

第
6
回
大
平
町
地
域
協
議
会

ふ
れ
あ
い
バ
ス
岩
舟
線
の
運
行
に
つい
て

　
岩
舟
地
域
及
び
大
平
地
域
に
お
い
て

定
時
性
が
必
要
と
な
る「
通
勤・通
学
」

の
足
を
確
保
す
る
た
め
、ま
た
、太
平
山

か
ら
三
毳
山
に
か
け
た
観
光
を
促
進
す

る
た
め
、平
成
26
年
11
月
か
ら
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
運
行
を
開
始
す
る
。

○
岩
舟
線
の
運
行
内
容

「
栃
木
駅
」か
ら「
道
の
駅
み
か
も
」ま
で

の
区
間
を
循
環
し
2
系
統
の
路
線
で
運

行
す
る
。

【
主
な
運
行
ル
ー
ト
】

　
栃
木
駅
〜
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
〜
静
和

駅
〜
岩
舟
総
合
支
所
〜
道
の
駅
み
か
も

〜
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
〜
遊
楽
々
館
〜

ぶ
ど
う
団
地
〜
栃
木
駅

○
運
賃
に
つい
て

　
他
の
路
線
と
同
様
に
地
帯
制
と
し
、

初
乗
り
100
円
、地
区
を
越
え
る
ご
と
に

100
円
を
加
算
し
、最
大
300
円
と
す
る
。

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
26
年
10
月
20
日（
月
）

　
広
報
と
ち
ぎ
11
月
号
に
お
い
て
掲
載

・
平
成
26
年
11
月
1
日（
土
）

　
運
行
開
始

【
生
活
環
境
部
環
境
課
】

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
施
策

　
　
　
　
　
　
　
着
手
に
つ
い
て

　 《
報
告
事
項
等
》

　
平
成
25
年
度
第
6
回
地
域
協
議
会
に

お
い
て
、意
見
を
ま
と
め
提
出
し
、そ
れ

に
係
る
回
答
を
報
告
す
る
も
の
。
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今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
8
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
　
　
　

(

10
月
開
催
分
中
止
の
た
め
）

　
　
12
月
26
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
9
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
　
1
月
23
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

　
【
場
所
】 

大
平
総
合
支
所 

別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の

　
　
方
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し

　
　
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。
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○
運
賃
に
つ
い
て

　
い
ず
れ
の
変
更
と
も
、運
賃
の
地
区
割

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
か
ら
、運
賃

に
つ
い
て
は
、現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
26
年
10
月
20
日（
月
）

　
広
報
と
ち
ぎ
11
月
号
に
お
い
て
掲
載

・
平
成
26
年
11
月
1
日（
土
）

　
運
行
内
容
の
変
更

　　
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
岩
舟
線
の
運
行
及
び

藤
岡
線
の
見
直
し
」に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、当
協
議
会
と
し
て
意
見
書
を
ま
と

め
、市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
※
意
見
書
内
容
は
、左
記
載
の
と
お
り
で
す
。

  
   

 
 
 

 

 
 
 
  

《
お
詫
び
と
訂
正
》

9
月
19
日
発
行
第
34
号
地
域
協
議
会
だ

よ
り
に
つ
い
て
、一
部
、誤
っ
た
表
記
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
4
頁　
〈
意
見
聴
取
事
項
〉

○
下
水
道
使
用
料
の
統
一
及
び
下
水
道

受
益
者
負
担
金
の
再
編
に
つ
い
て

　
誤
下
水
道
使
用
料
統
一の
イ
メ
ー
ジ（
案
）

　
　
　
↑

　
正
水
道
料
金
、下
水
道
使
用
料
統
一の
イ

　
　
メ
ー
ジ（
案
）

・
追
加

下
水
道
受
益
者
負
担
金【
改
正
案
】

・
市
街
化
区
域
…
330
円
／
㎡

・
市
街
化
調
整
区
域
…
350
円
／
㎡

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

す
る
と
と
も
に
、こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
藤
岡
線
の
運
行
内
容
見
直
し

に
つい
て

　
大
平
町
榎
本
地
区
に
つ
い
て
は
、ふ
れ

あ
い
バ
ス
が
運
行
し
て
お
ら
ず
、鉄
道
の

駅
か
ら
も
遠
距
離
で
あ
る
た
め
、地
域

住
民
よ
り
バ
ス
の
運
行
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、藤
岡
線
の一
部
の
便
に
つ
い

て
、榎
本
地
区
方
面
へと
運
行
ル
ー
ト
を

変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
区
住
民
の

利
便
性
を
確
保
す
る
。

　
ま
た
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
安
全
な
利
用

の
た
め
路
線
変
更
に
関
す
る
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、併
せ
て
見
直

し
を
行
う
。

　ふれあいバス岩舟線の運行ルートについては、
大平地域にあるぶどう団地を経由するにも関わら
ず、交通ルートの要である大平地域内の駅を通ら
ないものとなっております。
　現在の運行ルートでは、ぶどう狩りやトレッキン
グに訪れる方も栃木駅で下車することとなり、来
訪者の利便性の面で不都合が生じる恐れがあり
ます。また、大平地域内の駅の観光者利用が減少
に転じることとなり、まちなかのにぎわい創出への
影響が懸念されます。
　ふれあいバスは、地域の観光にとって重要なも
のであり、また、東武日光線新大平下駅及び両毛
線大平下駅を利用していただくことにより、駅周辺
の活性化、地域のＰＲ等にも繋がりますので、現
在のルートに、大平地
域内の2つの駅を加え
ていただくよう検討願
います。

ふれあいバス岩舟線における運行ルートの
見直しについて


